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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声情報を入力または出力可能な周辺装置が１または複数個接続されている情報処理装
置において、
　前記各周辺装置に設定された入力または出力に関する音量設定情報を複数記憶できる音
量設定情報記憶手段と、
　音量再設定が有効となったとき、前記音量設定情報記憶手段に記憶されている音量設定
情報を参照し、参照した音量設定情報に従って前記周辺装置の音量を再設定する音量再設
定制御手段とを備え、
　前記音量設定情報記憶手段には、前記各周辺装置に設定されている音量設定情報が任意
の時刻情報と本装置にインストールされているプログラムとに関連付けられて記憶されて
おり、
　前記音量再設定制御手段は、音量再設定が有効となったときの時刻を取得し、取得した
時刻と前記音量設定情報記憶手段に記憶されている時刻情報とを比較し、取得した時刻を
含む時刻情報がある場合には、その時刻情報に関連付けられているプログラムと最も実行
優先度が高いプログラムとを比較し、一致するプログラムがある場合には、そのプログラ
ムに関連付けられている音量設定情報を前記周辺装置の音量として再設定することを特徴
とする音量調節機能付き情報処理装置。
【請求項２】
　前記音量設定情報記憶手段には、登録されている複数の使用者ごとに音量設定情報が記



(2) JP 4716618 B2 2011.7.6

10

20

30

40

50

憶されていることを特徴とする請求項１に記載の音量調節機能付き情報処理装置。
【請求項３】
　前記音量再設定制御手段は、前記音量設定情報記憶手段への音量設定情報の再設定処理
を行った後、再設定処理が完了したことを使用者に報知する報知手段を備えたことを特徴
とする請求項１または請求項２に記載の音量調節機能付き情報処理装置。
【請求項４】
　前記報知手段が完了を知らせる音または音声を報知する音報知手段および／または完了
メッセージを表示する表示手段であることを特徴とする請求項３に記載の音量調節機能付
き情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、音量調節機能付き情報処理装置に係り、より詳細には、簡単な操作で音量調整
が可能な音量調節機能付き情報処理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
現在、パーソナルコンピュータ等に代表される情報処理装置においては、音声情報を入力
または出力できる周辺装置が複数個接続されていることが多い。例えば、ＣＤ再生装置、
内蔵シンセサイザ、音声入力対応型モデムや外部音声入出力装置等、音声情報を扱うこと
ができる様々な周辺装置が接続されている。
【０００３】
これら周辺装置が扱う音声情報は、ＣＤ再生装置のように記録メディアに記録されている
音声情報がデジタルデータであるためにダイナミックレンジが大きいものから、音声入力
対応型モデムや外部音声入出力装置のようにアナログデータを扱うためにダイナミックレ
ンジのが小さいものなど、音声情報が持つ音量は様々である。
【０００４】
また、扱われる音声情報の種類も、音楽のように情報処理装置の使用者にとって心地よい
ものから、モデムがネットワーク接続事業者へ接続するときの接続音など限りなく雑音に
近いものまで、様々な種類の音声情報が存在する。
【０００５】
このような多種多様の各音声情報を、情報処理装置の使用者にとって最適な音量に調整で
きるようにするために、従来より、オペレーティングシステムにより周辺装置ごとに音量
を設定する機能が提供されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、オペレーティングシステムは周辺装置ごとに単一の音量設定しか記憶できないた
め、各周辺装置に設定されている音量はその設定を変更しない限り同じ音量になっている
。
【０００７】
従って、情報処理装置の使用者は、情報処理装置の利用目的に応じて周辺装置ごとに音量
を再設定する必要があるが、この再設定作業が非常に面倒な作業となっているといった問
題があった。
【０００８】
本発明は係る問題点を解決すべく創案されたもので、その目的は、情報処理装置の利用目
的や利用環境に応じた使用者にとっての最適な音量設定を、極めて簡単な操作で実現する
ことのできる音量調節機能付き情報処理装置を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
本発明の音量調節機能付き情報処理装置は、音声情報を入力または出力可能な周辺装置が
１または複数個接続されている情報処理装置において、前記各周辺装置に設定された入力
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または出力に関する音量設定情報を複数記憶できる音量設定情報記憶手段と、この音量設
定情報記憶手段への音量設定情報の記憶を指示する音量記憶指示手段と、この音量記憶指
示手段の指示により音量設定記憶が有効となったとき、前記各周辺装置に設定されている
音量設定情報を前記音量設定情報記憶手段に記憶する音量設定記憶制御手段とを備えたこ
とを特徴とする。
【００１０】
このような特徴を有する本発明によれば、音量設定記憶制御手段は、音量記憶指示手段の
指示により音量設定記憶が有効となったとき、各周辺装置に設定されている音量設定情報
を音量設定情報記憶手段に自動的に記憶するので、使用者は、音量記憶指示手段を操作す
るだけの簡単な操作で、音量設定情報を記憶させることができる。
【００１１】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、前記音量設定記憶制御手段は、
前記各周辺装置に設定されている音量設定情報と任意の時刻情報とを関連付けて前記音量
設定情報記憶手段に記憶することを特徴とする。
【００１２】
このような特徴を有する本発明によれば、時刻情報を考慮した音量設定情報を音量設定情
報記憶手段に記憶させることができる。
【００１３】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、前記音量設定記憶制御手段は、
前記音量記憶指示手段の指示により音量設定記憶が有効となったときの時刻と前記各周辺
装置の音量レベルとを取得し、取得した時刻と前記音量設定情報記憶手段に記憶されてい
る時刻情報とを比較し、取得した時刻を含む時刻情報がある場合には、その時刻情報に関
連付けられている音量設定情報を前記取得した音量レベルの情報に更新記憶することを特
徴とする。
【００１４】
このような特徴を有する本発明によれば、時刻情報に応じて記憶する音量設定情報を変え
ることができるので、利用目的および利用環境に合わせて、周辺装置の音量設定を行うこ
とができる。
【００１５】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、前記音量設定記憶制御手段は、
前記音量記憶指示手段の指示により音量設定記憶が有効となったときの時刻と前記各周辺
装置の音量レベルとを取得し、取得した時刻と前記音量設定情報記憶手段に記憶されてい
る時刻情報とを比較し、取得した時刻を含む時刻情報がない場合には、その取得した時刻
を含む時刻情報と前記取得した音量レベルとを新たな音量設定情報として関連付けて前記
音量設定情報記憶手段に追加記憶することを特徴とする。
【００１６】
このような特徴を有する本発明によれば、使用者の意思に基づき、本装置を実際に使用し
ている状況をそのまま音量設定情報として音量設定情報記憶手段に記憶することができる
。これにより、使用者の利用環境に合わせて、周辺装置の音量設定を行うことができる。
【００１７】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置は、音声情報を入力または出力可能な周辺
装置が１または複数個接続されている情報処理装置において、前記各周辺装置に設定され
た入力または出力に関する音量設定情報を複数記憶できる音量設定情報記憶手段と、この
音量設定情報記憶手段に記憶された音量設定情報の再設定を指示する音量再設定指示手段
と、この音量再設定指示手段の指示により音量再設定が有効となったとき、前記音量設定
情報記憶手段に記憶されている音量設定情報を参照し、参照した音量設定情報に従って前
記周辺装置の音量を再設定する音量再設定制御手段とを備えたことを特徴とする。
【００１８】
このような特徴を有する本発明によれば、音量再設定制御手段は、音量再設定指示手段の
指示により音量再設定が有効となったとき、音量設定情報記憶手段に記憶されている音量
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設定情報に従って周辺装置の音量を自動的に再設定するので、使用者は、音量再設定指示
手段を操作するだけの簡単な操作で、周辺装置の音量を最適な音量に再設定することがで
きる。
【００１９】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、前記音量設定情報記憶手段には
、前記各周辺装置に設定されている音量設定情報が任意の時刻情報に関連付けられて記憶
されており、前記音量再設定制御手段は、前記音量再設定指示手段の指示により音量再設
定が有効となったときの時刻を取得し、取得した時刻と前記音量設定情報記憶手段に記憶
されている時刻情報とを比較し、取得した時刻を含む時刻情報がある場合には、その時刻
情報に関連付けられている音量設定情報を前記周辺装置の音量として再設定することを特
徴とする。
【００２０】
このような特徴を有する本発明によれば、時刻情報に応じて周辺装置の音量を変えること
ができる。これにより、利用目的および利用環境に合わせて、周辺装置の音量を最適な音
量に再設定することができる。
【００２１】
　また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、前記音量設定情報記憶手段に
は、前記各周辺装置に設定されている音量設定情報が本装置にインストールされているプ
ログラム（以下「応用プログラム」という。）に関連付けられて記憶されており、前記音
量再設定制御手段は、前記音量再設定指示手段の指示により音量再設定が有効となったと
きに実行されている応用プログラムに基づいて前記音量設定情報記憶手段に記憶されてい
る応用プログラムを検索し、一致する応用プログラムがある場合にはその応用プログラム
に関連付けられている音量設定情報を前記周辺装置の音量として再設定することを特徴と
する。
【００２２】
このような特徴を有する本発明によれば、現在実行されている応用プログラムに応じて周
辺装置の音量を変えることができる。これにより、利用目的および利用環境に合わせて、
周辺装置の音量を最適な音量に再設定することができる。
【００２３】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、前記音量設定情報記憶手段には
、前記各周辺装置に設定されている音量設定情報が任意の時刻情報と本装置にインストー
ルされている応用プログラムとに関連付けられて記憶されており、前記音量再設定制御手
段は、前記音量再設定指示手段の指示により音量再設定が有効となったときの時刻とその
ときに実行されている応用プログラムの種類とを取得し、取得した時刻と前記音量設定情
報記憶手段に記憶されている時刻情報とを比較し、取得した時刻を含む時刻情報があり、
かつその時刻情報に関連付けられている応用プログラムが前記実行されている応用プログ
ラムと一致する場合には、その応用プログラムに関連付けられている音量設定情報を前記
周辺装置の音量として再設定することを特徴とする。
【００２４】
このような特徴を有する本発明によれば、時刻情報と現在実行されている応用プログラム
とに応じて、周辺装置の音量を変えることができる。これにより、利用目的および利用環
境に合わせて、周辺装置の音量を最適な音量に再設定することができる。
【００２５】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、前記音量設定情報記憶手段には
、前記各周辺装置に設定されている音量設定情報が本装置にインストールされている応用
プログラムに関連付けられて記憶されており、前記音量再設定制御手段は、実行されてい
る応用プログラムのうち最も実行優先度が高い応用プログラムに基づいて前記音量設定情
報記憶手段に記憶されている応用プログラムを検索し、一致する応用プログラムがある場
合にはその応用プログラムに関連付けられている音量設定情報を前記周辺装置の音量とし
て再設定することを特徴とする。
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【００２６】
このような特徴を有する本発明によれば、最も実行優先度が高い応用プログラムに応じて
周辺装置の音量を変えることができる。これにより、利用目的および利用環境に合わせて
、周辺装置の音量を最適な音量に再設定することができる。
【００２７】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理によれば、前記音量設定情報記憶手段には、前
記各周辺装置に設定されている音量設定情報が任意の時刻情報と本装置にインストールさ
れている応用プログラムとに関連付けられて記憶されており、前記音量再設定制御手段は
、前記音量再設定指示手段の指示により音量再設定が有効となったときの時刻を取得し、
取得した時刻と前記音量設定情報記憶手段に記憶されている時刻情報とを比較し、取得し
た時刻を含む時刻情報がある場合には、その時刻情報に関連付けられている応用プログラ
ムと最も実行優先度が高い応用プログラムとを比較し、一致する応用プログラムがある場
合には、その応用プログラムに関連付けられている音量設定情報を前記周辺装置の音量と
して再設定することを特徴とする。
【００２８】
このような特徴を有する本発明によれば、時刻情報と最も実行優先度が高い応用プログラ
ムとに応じて、周辺装置の音量を変えることができる。これにより、利用目的および利用
環境に合わせて、周辺装置の音量を最適な音量に再設定することができる。
【００２９】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、前記音量設定情報記憶手段には
、前記各周辺装置に設定されている音量設定情報が本装置にインストールされている応用
プログラムに関連付けられて記憶されており、前記音量再設定制御手段は、実行されてい
る応用プログラムのうち最も表示優先度が高い応用プログラムに基づいて前記音量設定情
報記憶手段に記憶されている応用プログラムを検索し、一致する応用プログラムがある場
合にはその応用プログラムに関連付けられている音量設定情報を前記周辺装置の音量とし
て再設定することを特徴とする。
【００３０】
このような特徴を有する本発明によば、最も表示優先度が高い応用プログラムに応じて周
辺装置の音量を変えることができる。これにより、利用目的および利用環境に合わせて、
周辺装置の音量を最適な音量に再設定することができる。
【００３１】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理によれば、前記音量設定情報記憶手段には、前
記各周辺装置に設定されている音量設定情報が任意の時刻情報と本装置にインストールさ
れている応用プログラムとに関連付けられて記憶されており、前記音量再設定制御手段は
、前記音量再設定指示手段の指示により音量再設定が有効となったときの時刻を取得し、
取得した時刻と前記音量設定情報記憶手段に記憶されている時刻情報とを比較し、取得し
た時刻を含む時刻情報がある場合には、その時刻情報に関連付けられている応用プログラ
ムと最も表示優先度が高い応用プログラムとを比較し、一致する応用プログラムがある場
合には、その応用プログラムに関連付けられている音量設定情報を前記周辺装置の音量と
して再設定することを特徴とする。
【００３２】
このような特徴を有する本発明によれば、時刻情報と最も表示優先度が高い応用プログラ
ムとに応じて、周辺装置の音量を変えることができる。これにより、利用目的および利用
環境に合わせて、周辺装置の音量を最適な音量に再設定することができる。
【００３３】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、前記音量設定情報記憶手段には
、登録されている複数の使用者ごとに音量設定情報が記憶されていることを特徴とする。
【００３４】
このような特徴を有する本発明によれば、使用者ごとに、利用目的および利用環境に合わ
せて、周辺装置の音量を最適な音量に再設定することができる。
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【００３５】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、前記音量設定記憶制御手段は、
前記音量設定情報記憶手段への音量設定情報の記憶を行った後、記憶処理が完了したこと
を使用者に報知する報知手段を備えたことを特徴とする。また、前記音量再設定制御手段
は、前記音量設定情報記憶手段への音量設定情報の再設定処理を行った後、再設定処理が
完了したことを使用者に報知する報知手段を備えたことを特徴とする。この場合、前記報
知手段が、完了を知らせる音または音声を報知する音報知手段および／または完了メッセ
ージを表示する表示手段であることを特徴とする。
【００３６】
このような特徴を有する本発明によれば、音量設定情報の記憶処理が完了したこと、およ
び音量設定情報の再設定処理が完了したことを、使用者に確実に知らせることができる。
【００３７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００３８】
図１は、本発明の音量調節機能付き情報処理装置の電気的構成を示す機能ブロック図を示
している。
【００３９】
本実施形態の情報処理装置は、各種演算処理を行うＣＰＵ１と、プログラムの演算結果や
各種処理の確認を知らせる完了メッセージ等を表示する表示装置２と、システムプログラ
ム等が記憶されているＲＯＭ３と、各種の応用プログラムやデータをはじめ後述する音量
設定リストを記憶するＲＡＭ４と、現在時刻の読み出しを行うことができる時計制御装置
５と、命令等の入力を行うキーボード６と、図示しない電話回線を通じてデータ通信を行
うモデム７と、音楽ＣＤの再生を行うことができるＣＤ再生装置８と、音声データを処理
することができる音声処理装置９とを備え、これらが内部バス１０を介して接続された構
成となっている。
【００４０】
また、音声処理装置９には、モデム７とＣＤ再生装置８との音声出力が接続されており、
キーボード６には、音量設定記憶指示を行う音量記憶指示スイッチ１１と、音量再設定指
示を行う音量再設定指示スイッチ１２とが接続されている。
【００４１】
また、キーボード６には、音量の再設定を自動で行う場合に、応用プログラムが起動され
たときにその応用プログラムと時刻とに対応付けられている音量設定情報によって音量を
再設定する方式（以下、「起動同期方式」という。）、最も実行の優先度が高い応用プロ
グラムと時刻とに対応付けられている音量設定情報によって音量を再設定する方式（以下
、「優先実行同期方式」という。）、最も表示の優先度が高い応用プログラムと時刻とに
対応付けられている音量設定情報によって音量を再設定する方式（以下、「優先表示同期
方式」という。）、および、応用プログラムの状態には依存しないで時刻だけに対応付け
られている音量設定情報によって音量を再設定する方式（以下、「時刻同期方式」という
。）のうちから１つを決定するための指示手段である設定方式指示スイッチ１３が接続さ
れている。
【００４２】
図２は、図１に示す音声処理装置９の内部構成を示すブロック図である。
【００４３】
本実施形態では、この音声処理装置９は、内部バス１０を介して情報処理装置本体との間
でデータ入出力を行う入出力インターフェイス回路（入出力Ｉ／Ｆ回路）９１と、モデム
７から出力される音声信号を増幅する増幅回路９２と、ＣＤ再生装置８から出力される音
声信号を増幅する増幅回路９３と、これら増幅回路９２，９３の増幅レベルを制御する制
御回路９４と、増幅回路９２，９３によって増幅された音声信号を合成する合成回路９５
と、合成回路９５によって合成された音声信号を出力するスピーカ９６とからなる。
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【００４４】
図３は、ＲＡＭ４に記憶されている音量設定リストのデータ構造を示している。この音量
設定リストは、時間帯を表現することができる開始時刻と終了時刻とからなる時刻情報と
、応用プログラム名と、音量設定情報（音量レベルの情報）とからなる配列構造となって
いる。音量設定リストの要素はｎ個存在する。なお、この音量設定リストは、本情報処理
装置に登録されている使用者ごとに用意されている。
【００４５】
次に、上記構成の情報処理装置における各種処理動作について、図４ないし図９に示すフ
ローチャートを適宜参照して説明する。
【００４６】
本実施形態では、図４ないし図９のフローチャートで示される処理の流れは一定時間に１
回実行される。
【００４７】
まず、プログラムが開始されると、音量記憶指示スイッチ１１が押されたか否かを調べる
（ステップＳ１）。その結果、音量記憶指示スイッチ１１が押されている場合（ステップ
Ｓ１でＹｅｓと判断された場合）には、音量記憶処理を実行する（ステップＳ２）。
【００４８】
一方、音量記憶指示スイッチ１１が押されていない場合（ステップＳ１でＮｏと判断され
た場合）には、次に、音量再設定指示スイッチ１２が押されたか否かを調べる（ステップ
Ｓ３）。その結果、音量再設定スイッチ１２が押されている場合（ステップＳ３でＹｅｓ
と判断された場合）には、音量再設定処理Ａを実行する（ステップＳ４）。
【００４９】
一方、音量再設定スイッチ１２が押されていない場合（ステップＳ３でＮｏと判断された
場合）には、次に、オペレーティングシステムのサービス等を利用して、新たに応用プロ
グラムが起動されたか否かを調べる。その結果、新たに応答プログラムが起動されていれ
ば、音量再設定処理Ｂを実行する（ステップＳ６）。
【００５０】
一方、新たに応用プログラムが起動されていない場合（ステップＳ５でＮｏと判断された
場合）には、次に、オペレーティングシステムのサービス等を利用して、実行中の応用プ
ログラムのうち最も表示の優先度が高いものを調べ、前回調査時から表示優先順位が変更
されたか否かを判断する（ステップＳ７）。その結果、応用プログラムの表示優先順位が
変更されていれば（ステップＳ７でＹｅｓと判断されれば）、音量再設定処理Ｃを実行す
る（ステップＳ８）。
【００５１】
一方、応用プログラムの表示優先順位が変更されていない場合（ステップＳ７でＮｏと判
断された場合）には、次に、オペレーティングシステムのサービス等を利用して、実行中
の応用プログラムのうち最も実行の優先順位が高いものを調べ、前回調査時から実行優先
順位が変更されたか否かを判断する（ステップＳ９）。その結果、応用プログラムの実行
優先順位が変更されていれば（ステップＳ９でＹｅｓと判断されれば）、音量再設定処理
Ｄを実行する（ステップＳ１０）。
【００５２】
一方、応用プログラムの実行優先順位が変更されていない場合（ステップＳ９でＮｏと判
断された場合）には、そのまま処理を終了する。
【００５３】
次に、上記ステップＳ２の音量記憶処理、ステップＳ４の音量再設定処理Ａ、ステップＳ
６の音量再設定処理Ｂ、ステップＳ８の音量再設定処理Ｃ、ステップＳ１０の音量再設定
処理Ｄ、について順次説明する。
【００５４】
（１）ステップＳ２の音量記憶処理（図５参照）
音量記憶処理では、まず、時計制御装置５から読み出した現在時刻から適切な開始時刻と
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終了時刻とを求める（ステップＳ２－１）。次に、音声処理装置９から各周辺装置の音量
レベルを読み出す（ステップＳ２－２）。その後、オペレーティングシステムのサービス
等を利用して情報処理装置の現在の使用者を特定し、ＲＡＭ４に記憶されている音量設定
リストから、参照すべき音量設定リストを決定する（ステップＳ２－３）。音量設定リス
トを決定したら、次に設定方式指示スイッチ１３の状態を確認する（ステップＳ２－４、
ステップＳ２－６、ステップＳ２－８）。
【００５５】
その結果、起動同期方式が指定されている場合（ステップＳ２－４でＹｅｓと判断された
場合）には、オペレーティングシステムのサービス等を利用して、最後に起動された応用
プログラムを特定し（ステップＳ２－５）、優先同期表示方式が指定されている場合（ス
テップＳ２－６でＹｅｓと判断された場合）には、オペレーティングシステムのサービス
等を利用して最も優先して表示されている応用プログラムを特定し（ステップＳ２－７）
、優先実行同期方式が指定されている場合（ステップＳ２－８でＹｅｓと判断された場合
）には、オペレーティングシステムのサービス等を利用して最も優先して実行されている
応用プログラムを特定する（ステップＳ２－９）。
【００５６】
このようにして設定方式指示スイッチ１３の状態によって応用プログラムを特定すると、
特定した応用プログラム名とすでに求めた開始時刻と終了時刻の全てか一致する要素を音
量設定リストから検索する（ステップＳ２－１０）。
【００５７】
一方、設定方式指示スイッチ１３の状態が時刻同期方式である場合（ステップＳ２－４、
ステップＳ２－６、ステップＳ２－８のすべての判断がＮｏの場合）には、すでに求めた
開始時刻と終了時刻とが一致し、応用プログラム名が登録されていない要素を音量設定リ
ストから検索する（ステップＳ２－１１）。そして、音量設定リストの検索結果を判断し
（ステップＳ２－１２）、該当する要素がある場合（（ステップＳ２－１２でＹｅｓと判
断された場合）には、ステップＳ２－２においてすでに音量処理装置９から読み出してあ
る各周辺装置の音量を、該当する要素中の音量設定情報として更新記憶する（ステップＳ
２－１３）。
【００５８】
一方、該当する要素が存在しない場合（ステップＳ２－１２でＮｏと判断された場合）に
は、開始時刻と終了時刻と応用プログラム名と音声処理装置９から読み出してある各周辺
装置の音量レベルの情報とを、新しい要素として音量設定リストに追加記憶する（ステッ
プＳ２－１４）。
【００５９】
このようにして、音量設定リスト中の要素の更新、もしくは追加が完了すると、記憶完了
通知音を音声処理装置９のスピーカ９６から出力するとともに、記憶完了メッセージを表
示装置２に出力して、使用者に記憶が完了したことを通知する（ステップＳ２－１５）。
【００６０】
（２）ステップＳ４の音量再設定処理Ａ（図６参照）
音量再設定処理Ａでは、まず、時計制御装置５から現在時刻を読み出す（ステップＳ４－
１）。そして、オペレーティングシステムのサービス等を利用して情報処理装置の現在の
使用者を特定し、ＲＡＭ４に記憶されている音量設定リストから、参照すべき音量設定リ
ストを決定する（ステップＳ４－２）。音量設定リストを決定したら、現在時刻が開始時
刻と終了時刻との間に収まっており、かつ、応用プログラム名が登録されていない要素を
音量設定リストから検索する（ステップＳ４－３）。そして、音量設定リストの検索結果
を判断し（ステップＳ４－４）、該当する要素が存在しない場合（ステップＳ４－４でＮ
ｏと判断された場合）には、そのまま処理を終了する。
【００６１】
一方、該当する要素がある場合（ステップＳ４－４でＹｅｓと判断された場合）には、音
量設定リスト中の該当要素より音量設定情報を読み出し（ステップＳ４－５）、読み出し
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た音量設定情報から各周辺装置の音量を音量処理装置９に設定する（ステップＳ４－６）
。
【００６２】
このようにして、再設定処理が完了すると、再設定完了通知音を音声処理装置９のスピー
カ９６から出力するとともに、再設定完了メッセージを表示装置２に出力して、使用者に
再設定が完了したことを通知する（ステップＳ４－７）。
【００６３】
（３）ステップＳ６の音量再設定処理Ｂ（図７参照）
音量再設定処理Ｂでは、まず、設定方式指示スイッチ１３の状態を確認し（ステップＳ６
－１）、設定方式が起動同期方式でない場合はそのまま処理を終了する。
【００６４】
一方、設定方式が起動同期方式である場合（ステップＳ６－１でＹｅｓと判断された場合
）には、次に、時計制御装置５から現在時刻を読み出す（ステップＳ６－２）。そして、
オペレーティングシステムのサービス等を利用して情報処理装置の現在の使用者を特定し
、ＲＡＭ４に記憶されている音量設定リストから、参照すべき音量設定リストを決定する
（ステップＳ６－３）。音量設定リストを決定したら、現在時刻が開始時刻と終了時刻と
の間に収まっており、かつ、図５に示すステップＳ２－５で求めた、新たに起動された応
用プログラム名が登録されている要素を音量設定リストから検索する（ステップＳ６－４
）。そして、音量設定リストの検索結果を判断し（ステップＳ６－５）、該当する要素が
存在しない場合（ステップＳ６－５でＮｏと判断された場合）には、そのまま処理を終了
する。
【００６５】
一方、該当する要素がある場合（ステップＳ６－５でＹｅｓと判断された場合）には、音
量設定リスト中の該当要素より音量設定情報を読み出し（ステップＳ６－６）、読み出し
た音量設定情報から各周辺装置の音量を音量処理装置９に設定する（ステップＳ６－７）
。
【００６６】
このようにして、再設定処理が完了すると、再設定完了通知音を音声処理装置９のスピー
カ９６から出力するとともに、再設定完了メッセージを表示装置２に出力して、使用者に
再設定が完了したことを通知する（ステップＳ６－８）。
【００６７】
（４）ステップＳ８の音量再設定処理Ｃ（図８参照）
音量再設定処理Ｃでは、まず、設定方式指示スイッチ１３の状態を確認し（ステップＳ８
－１）、設定方式が優先表示同期方式でない場合はそのまま処理を終了する。
【００６８】
一方、設定方式が優先表示同期方式である場合（ステップＳ８－１でＹｅｓと判断された
場合）には、次に、時計制御装置５から現在時刻を読み出す（ステップＳ８－２）。そし
て、オペレーティングシステムのサービス等を利用して情報処理装置の現在の使用者を特
定し、ＲＡＭ４に記憶されている音量設定リストから、参照すべき音量設定リストを決定
する（ステップＳ８－３）。音量設定リストを決定したら、現在時刻が開始時刻と終了時
刻との間に収まっており、かつ、図５に示すステップＳ２－７で求めた、最も優先表示さ
れている応用プログラム名が登録されている要素を音量設定リストから検索する（ステッ
プＳ８－４）。そして、音量設定リストの検索結果を判断し（ステップＳ８－５）、該当
する要素が存在しない場合（ステップＳ８－５でＮｏと判断された場合）には、そのまま
処理を終了する。
【００６９】
一方、該当する要素がある場合（ステップＳ８－５でＹｅｓと判断された場合）には、音
量設定リスト中の該当要素より音量設定情報を読み出し（ステップＳ８－６）、読み出し
た音量設定情報から各周辺装置の音量を音量処理装置９に設定する（ステップＳ８－７）
。
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【００７０】
このようにして、再設定処理が完了すると、再設定完了通知音を音声処理装置９のスピー
カ９６から出力するとともに、再設定完了メッセージを表示装置２に出力して、使用者に
再設定が完了したことを通知する（ステップＳ８－８）。
【００７１】
（５）ステップＳ１０の音量再設定処理Ｄ（図９参照）
音量再設定処理Ｄでは、まず、設定方式指示スイッチ１３の状態を確認し（ステップＳ１
０－１）、設定方式が優先実行同期方式でない場合はそのまま処理を終了する。
【００７２】
一方、設定方式が優先実行同期方式である場合（ステップＳ１０－１でＹｅｓと判断され
た場合）には、次に、時計制御装置５から現在時刻を読み出す（ステップＳ１０－２）。
そして、オペレーティングシステムのサービス等を利用して情報処理装置の現在の使用者
を特定し、ＲＡＭ４に記憶されている音量設定リストから、参照すべき音量設定リストを
決定する（ステップＳ１０－３）。音量設定リストを決定したら、現在時刻が開始時刻と
終了時刻との間に収まっており、かつ、図５に示すステップＳ２－９で求めた、最も優先
実行されている応用プログラム名が登録されている要素を音量設定リストから検索する（
ステップＳ１０－４）。そして、音量設定リストの検索結果を判断し（ステップＳ１０－
５）、該当する要素が存在しない場合（ステップＳ１０－５でＮｏと判断された場合）に
は、そのまま処理を終了する。
【００７３】
一方、該当する要素がある場合（ステップＳ１０－５でＹｅｓと判断された場合）には、
音量設定リスト中の該当要素より音量設定情報を読み出し（ステップＳ１０－６）、読み
出した音量設定情報から各周辺装置の音量を音量処理装置９に設定する（ステップＳ１０
－７）。
【００７４】
このようにして、再設定処理が完了すると、再設定完了通知音を音声処理装置９のスピー
カ９６から出力するとともに、再設定完了メッセージを表示装置２に出力して、使用者に
再設定が完了したことを通知する（ステップＳ１０－８）。
【００７５】
【発明の効果】
本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、音量設定記憶制御手段は、音量記憶指
示手段の指示により音量設定記憶が有効となったとき、各周辺装置に設定されている音量
設定情報を音量設定情報記憶手段に自動的に記憶するので、使用者は、音量記憶指示手段
を操作するだけの簡単な操作で、音量設定情報を記憶させることができる。
【００７６】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、音量設定記憶制御手段は、各周
辺装置に設定されている音量設定情報と任意の時刻情報とを関連付けて音量設定情報記憶
手段に記憶する構成としたので、時刻情報を考慮した音量設定情報を音量設定情報記憶手
段に記憶させることができる。
【００７７】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、音量設定記憶制御手段は、音量
記憶指示手段の指示により音量設定記憶が有効となったときの時刻と各周辺装置の音量レ
ベルとを取得し、取得した時刻と音量設定情報記憶手段に記憶されている時刻情報とを比
較し、取得した時刻を含む時刻情報がある場合には、その時刻情報に関連付けられている
音量設定情報を取得した音量レベルの情報に更新記憶する構成としたので、時刻情報に応
じて記憶する音量設定情報を変えることができるので、利用目的および利用環境に合わせ
て、周辺装置の音量設定を行うことができる。
【００７８】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、音量設定記憶制御手段は、音量
記憶指示手段の指示により音量設定記憶が有効となったときの時刻と各周辺装置の音量レ
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ベルとを取得し、取得した時刻と音量設定情報記憶手段に記憶されている時刻情報とを比
較し、取得した時刻を含む時刻情報がない場合には、その取得した時刻を含む時刻情報と
取得した音量レベルとを新たな音量設定情報として関連付けて音量設定情報記憶手段に追
加記憶する構成としたので、使用者の意思に基づき、本装置を実際に使用している状況を
そのまま音量設定情報として音量設定情報記憶手段に記憶することができる。これにより
、使用者の利用環境に合わせて、周辺装置の音量設定を行うことができる。
【００７９】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、音量再設定制御手段は、音量再
設定指示手段の指示により音量再設定が有効となったとき、音量設定情報記憶手段に記憶
されている音量設定情報に従って周辺装置の音量を自動的に再設定するので、使用者は、
音量再設定指示手段を操作するだけの簡単な操作で、周辺装置の音量を最適な音量に再設
定することができる。
【００８０】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、音量設定情報記憶手段には、各
周辺装置に設定されている音量設定情報が任意の時刻情報に関連付けられて記憶されてお
り、音量再設定制御手段は、音量再設定指示手段の指示により音量再設定が有効となった
ときの時刻を取得し、取得した時刻と音量設定情報記憶手段に記憶されている時刻情報と
を比較し、取得した時刻を含む時刻情報がある場合には、その時刻情報に関連付けられて
いる音量設定情報を周辺装置の音量として再設定する構成としたので、時刻情報に応じて
周辺装置の音量を変えることができる。これにより、利用目的および利用環境に合わせて
、周辺装置の音量を最適な音量に再設定することができる。
【００８１】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、音量設定情報記憶手段には、各
周辺装置に設定されている音量設定情報が本装置にインストールされている応用プログラ
ムに関連付けられて記憶されており、音量再設定制御手段は、音量再設定指示手段の指示
により音量再設定が有効となったときに実行されている応用プログラムに基づいて音量設
定情報記憶手段に記憶されている応用プログラムを検索し、一致する応用プログラムがあ
る場合にはその応用プログラムに関連付けられている音量設定情報を周辺装置の音量とし
て再設定する構成としたので、現在実行されている応用プログラムに応じて周辺装置の音
量を変えることができる。これにより、利用目的および利用環境に合わせて、周辺装置の
音量を最適な音量に再設定することができる。
【００８２】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、音量設定情報記憶手段には、各
周辺装置に設定されている音量設定情報が任意の時刻情報と本装置にインストールされて
いる応用プログラムとに関連付けられて記憶されており、音量再設定制御手段は、音量再
設定指示手段の指示により音量再設定が有効となったときの時刻とそのときに実行されて
いる応用プログラムの種類とを取得し、取得した時刻と音量設定情報記憶手段に記憶され
ている時刻情報とを比較し、取得した時刻を含む時刻情報があり、かつその時刻情報に関
連付けられている応用プログラムが実行されている応用プログラムと一致する場合には、
その応用プログラムに関連付けられている音量設定情報を周辺装置の音量として再設定す
る構成としたので、時刻情報と現在実行されている応用プログラムとに応じて、周辺装置
の音量を変えることができる。これにより、利用目的および利用環境に合わせて、周辺装
置の音量を最適な音量に再設定することができる。
【００８３】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、音量設定情報記憶手段には、各
周辺装置に設定されている音量設定情報が本装置にインストールされている応用プログラ
ムに関連付けられて記憶されており、音量再設定制御手段は、実行されている応用プログ
ラムのうち最も実行優先度が高い応用プログラムに基づいて音量設定情報記憶手段に記憶
されている応用プログラムを検索し、一致する応用プログラムがある場合にはその応用プ
ログラムに関連付けられている音量設定情報を前記周辺装置の音量として再設定する構成
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としたので、最も実行優先度が高い応用プログラムに応じて周辺装置の音量を変えること
ができる。これにより、利用目的および利用環境に合わせて、周辺装置の音量を最適な音
量に再設定することができる。
【００８４】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理によれば、音量設定情報記憶手段には、各周辺
装置に設定されている音量設定情報が任意の時刻情報と本装置にインストールされている
応用プログラムとに関連付けられて記憶されており、音量再設定制御手段は、音量再設定
指示手段の指示により音量再設定が有効となったときの時刻を取得し、取得した時刻と音
量設定情報記憶手段に記憶されている時刻情報とを比較し、取得した時刻を含む時刻情報
がある場合には、その時刻情報に関連付けられている応用プログラムと最も実行優先度が
高い応用プログラムとを比較し、一致する応用プログラムがある場合には、その応用プロ
グラムに関連付けられている音量設定情報を周辺装置の音量として再設定する構成とした
ので、時刻情報と最も実行優先度が高い応用プログラムとに応じて、周辺装置の音量を変
えることができる。これにより、利用目的および利用環境に合わせて、周辺装置の音量を
最適な音量に再設定することができる。
【００８５】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、音量設定情報記憶手段には、前
記各周辺装置に設定されている音量設定情報が本装置にインストールされている応用プロ
グラムに関連付けられて記憶されており、音量再設定制御手段は、実行されている応用プ
ログラムのうち最も表示優先度が高い応用プログラムに基づいて音量設定情報記憶手段に
記憶されている応用プログラムを検索し、一致する応用プログラムがある場合にはその応
用プログラムに関連付けられている音量設定情報を周辺装置の音量として再設定する構成
としたので、最も表示優先度が高い応用プログラムに応じて周辺装置の音量を変えること
ができる。これにより、利用目的および利用環境に合わせて、周辺装置の音量を最適な音
量に再設定することができる。
【００８６】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理によれば、音量設定情報記憶手段には、各周辺
装置に設定されている音量設定情報が任意の時刻情報と本装置にインストールされている
応用プログラムとに関連付けられて記憶されており、音量再設定制御手段は、音量再設定
指示手段の指示により音量再設定が有効となったときの時刻を取得し、取得した時刻と音
量設定情報記憶手段に記憶されている時刻情報とを比較し、取得した時刻を含む時刻情報
がある場合には、その時刻情報に関連付けられている応用プログラムと最も表示優先度が
高い応用プログラムとを比較し、一致する応用プログラムがある場合には、その応用プロ
グラムに関連付けられている音量設定情報を周辺装置の音量として再設定する構成とした
ので、時刻情報と最も表示優先度が高い応用プログラムとに応じて、周辺装置の音量を変
えることができる。これにより、利用目的および利用環境に合わせて、周辺装置の音量を
最適な音量に再設定することができる。
【００８７】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、音量設定情報記憶手段には、登
録されている複数の使用者ごとに音量設定情報が記憶された構成としたので、使用者ごと
に、利用目的および利用環境に合わせて、周辺装置の音量を最適な音量に再設定すること
ができる。
【００８８】
また、本発明の音量調節機能付き情報処理装置によれば、音量設定記憶制御手段は、音量
設定情報記憶手段への音量設定情報の記憶を行った後、記憶処理が完了したことを使用者
に報知する報知手段を備えた構成としている。また、音量再設定制御手段は、音量設定情
報記憶手段への音量設定情報の再設定処理を行った後、再設定処理が完了したことを使用
者に報知する報知手段を備えた構成としている。そして、この報知手段として、完了を知
らせる音または音声を報知する音報知手段および／または完了メッセージを表示する表示
手段を用いた構成としている。これにより、音量設定情報の記憶処理が完了したこと、お
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。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の音量調節機能付き情報処理装置の電気的構成を示す機能ブロック図であ
る。
【図２】図１に示す音声処理装置の内部構成を示すブロック図である。
【図３】ＲＡＭに記憶されている音量設定リストのデータ構造を示す説明図である。
【図４】音量調整機能における音量設定情報記憶と音量再設定の制御の流れの一例を示す
フローチャートである。
【図５】音量調整機能における音量設定情報記憶の流れの一例を示すフローチャートであ
る。
【図６】音量調整機能における音量再設定処理Ａの流れの一例を示すフローチャートであ
る。
【図７】音量調整機能における音量再設定処理Ｂの流れの一例を示すフローチャートであ
る。
【図８】音量調整機能における音量再設定処理Ｃの流れの一例を示すフローチャートであ
る。
【図９】音量調整機能における音量再設定処理Ｄの流れの一例を示すフローチャートであ
る。
【符号の説明】
１　ＣＰＵ（音量設定記憶制御手段，音量再設定制御手段）
２　表示装置
３　ＲＯＭ
４　ＲＡＭ
５　時計制御装置
６　キーボード
７　モデム
８　ＣＤ再生装置
９　音量処理装置
１０　内部バス
１１　音量記憶指示スイッチ（音量記憶指示手段）
１２　音量再設定指示スイッチ（音量再設定指示手段）
１３　設定方式指示スイッチ
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